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飼育体験の子どもへの影響の流れ

最初に、「最初に、「最初に、「最初に、「愛着愛着愛着愛着」を培えるような指導（」を培えるような指導（」を培えるような指導（」を培えるような指導（ふれあい授業ふれあい授業ふれあい授業ふれあい授業）と、）と、）と、）と、
世話の後に世話の後に世話の後に世話の後にふれあえる時間ふれあえる時間ふれあえる時間ふれあえる時間の確保がの確保がの確保がの確保が 重要重要重要重要

★影響がでるまで半年★影響がでるまで半年★影響がでるまで半年★影響がでるまで半年、、、、振り返りで完了振り返りで完了振り返りで完了振り返りで完了するするするする→最低１年の継続が必要最低１年の継続が必要最低１年の継続が必要最低１年の継続が必要

土日も世話を続ける 保護者の教育参加

図11）　飼育活動が子どもに与える影響の流れ
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